平成25年度第2回理事会議事録
期　日：平成25年9月28日（日）10:00～17:00

場　所：東京青山フォーシーズ会議室

参加者：国見副会長、矢野理事長、河内副理事長、榊原理事、濱本理事、須河内理事、田中理事、
花田理事
欠席者：荒川理事、富沢理事、岡田理事

記録者：河内理事、確認者：濱本理事（西）、須河内理事（東）を決定し議事を行った。
１　事業年度について
　　規約の変更を行っていないため、総会前に臨時総会を開催し、規約変更について承認を得る。
     ・規約第29条　会計、事業年度を4月1日から3月末日とする→事業年度を10月1日から9月末日とするに変更
２　委員会報告

1 会　計（須河内理事）

· 2012年度決算は監査まで済（～2013年3月末日）。
· 2013年9月期決算　　総会までに取りまとめ、監事の承認を受ける予定。
· 2013年10月～2014年9月末日予算案は、この理事会で特別な予算申請が無い場合、昨年度ベースで検討することとしたい。
2 ルール計測委員会（田中理事）
· 計測講習会を葉山、広島、福岡、海陽で開催した。
· 次年度も計測講習会を実施したい。
3 強化普及育成海外派遣委員会（田中理事）

· 2013年度の海外派遣は終了した。
· 2014年度については現状ワールド（アルゼンチン）とアジア（バーレーン）のみ選考することになる。
· 第17回アジア競技会（9/19～10/4　韓国）男女１名参加の可能性がある（未定）。

· ただし、アジア競技会とワールドの日程が近く、両大会参加すると長期間学校を休むことになるため、選考方法を検討する必要がある。→２次選考会の項で検討。

· NT合宿について。３月の連休を計画。駄目な場合２月か４月を検討する。
4 広報（河内理事）

· 今年度もイヤーブックを作成する。原稿締め切りは前回話した通り１０月４日とする。
· イヤーブックは広告掲載料で作成するので、各社担当理事は広告を依頼してほしい。
5 総務委員会（榊原理事）

· 予算として会員証の台紙を計上したい。←　会員証を廃止する方向で検討する。
３　全日本選手権準備状況（担当理事欠席のため、概要について検討）
· イヤーブックと大会パンフレットの広告について
· 大会における理事の人件費等、開催地とJODAの費用分担について

· 上記の件、その他開催地との連携がうまく取れていないようなので、早急に改善する。なお、上記については明確化し開催地に連絡する。
４　２次選考会について
①2014年ナショナルチーム選考会準備状況（濱本理事）
· 宿泊はオフィシャルホテルを用意するのでそこに泊まってほしい。

· 会期は12月21日～24日
· 空港～宿舎のバスを用意する。また関西フェリーは割引を適用できる。
　　②アジア競技会参加選手他ナショナルチームの選考方法
· 選考会では男女の上位1人はアジア競技会に参加する。
· この２人はワールドまたはアジアへの参加またはいずれも参加しないを選択できる。
· この２人を含め上位からワールド参加者4ないし5名を決定する。
· この２人を含めワールドに参加しない選手の上位からアジアへの参加資格を与える。
· ナショナルチームを追加する必要が生じた場合（ヨーロッパや北米に派遣する場合）上記を辞退した選手を含め、選考会上位者からヒアリングを行う。

　　③公示時期
　　　10月中旬
　　④変更　１日の最大レース数は書かない

　５　2014年以降の全日本開催地公募状況
· 広島か山口で調整中
　６　全日本大会フォーマットについて（レース委員会）
　　・全日本選手権大会のあり方についてレース委員会より提案があった。
　　・議論の結果、方法論からではなく、現状の問題点の洗い出し。その問題点解決のための手法、方策検討の手順を踏むべきと決した。次回理事会以降、問題点について話し合う。
　７　アジア選手権について

1 会計報告

未収金はあるが、予算内で収まった。前回の臨時総会で承認され、アジア会計に支出した協会の予備費（５００万）についてはすべてほぼ使い切った。

2 レース映像を各クラブへ配布する。配布メディアについては、映像が完成次第仕様によって検討する。
3 準備委員会が何を行うべきだったか。時間をかけて反省会を行い、次回に残す。
次回理事会は11月3日（日）

以上

確認者：東日本水域　須河内　利明
　　　　西日本水域　濱本　徹夫
